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〈概要〉　本研究は，小中学生 を対象にメデ ィ ア機器の使用 と生活に関す る調査を行い ，子 どもたちの

実態を把握 ・検証 する こ とを 目的 と した 。

　調査 の 結果 ， 学年が 上が るに つ れ て メディ ア機器 の 所持率および1吏用時間が増加する傾向が見られた

が ，反 面 ， 屋 外で の 遊び時間の 著 しい 減少 も見 られ た。また，中学生 になる と，友だ ち へ の 相談方法 と

してメ
ー

ル を利用するなどの
，
「相手 の 顔を見 な い 」コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン が増加 して い く傾向が 見られ た。

　今後 ，
IT に 関する よ り高度な知識 と技術が 求め られ る こ とが予 想 され るが ， 子 どもた ち の 健全な 育

成 とい う観 点か らどの よ うな教育をす べ きか を， 学校 の み な らず家庭 ， 地域が連携を とりなが ら考えて

い く必要がある。

〈 キ ーワー ド＞ 　 IT
，

メデ ィ ア 機器 ， 子 ども

1 ．研究の 目的

　最近，子 どもた ちは，携帯電話，パ ソ コ ン ，

テ レ ビ ， テ レ ビゲーム などの メディ ア機器 との

接触時間が増 え て きて お り，それに よ り屋外で

の遊び時間の 減少や友だ ち関係の 希薄化などの

問題点が指摘 されて い る。こ うした こ とは子 ど

もた ち の 自立心や社会性の 育成に何 らか の 影響

を及ぼす可能性も考え られ る 。

　そ こ で ， 今回 ， 小 中学生 を対象に IT に関す

る調 査を行い ，子 どもたち の 実態を把握 ・検証

する とともに今後 の 教育に必要 な資料を収集す

る こ とを目的 とした 。

2 ．研究 の 方 法

（1）調査方法

　調査対象校に直接ア ン ケ
ー

ト調査票を送付 し，

学校にお い て調査 を実施して もらい ，調査終了

後直ち に 回収 し ， 返送 し て もら う方法を と っ た

（無記名）。

（2）調査期間

　 2005年 7 月

（3）調査対象

　調査対象校は ， 以 前実施 した調査の 協力校お

よび教育委員会な どの 紹介に よ り ， 1都 3 県（東

京都 10校 ， 茨城県 2校， 千葉県 6校 ， 神奈川県

6校）か ら 24校 を選定 した 。 また，対象学年は

小学校 5 年生 ， 中学校 2 年生 とした
。

（4 ）有効回答数

　小学校 1，094名，中学校 911 名の合計 2
，
　005

名で あっ た。

（5 ）調 査内容

　調査内容 にっ い ては ，子 どもたちの 生活に関

する項 目 （睡眠時間，家庭 ・友だ ち関係，屋外

で の 遊び時間な ど）と ， IT に関す る項 目 （所

持 して い るメデ ィ ア機器，携帯電話の 使用状況，

パ ソ コ ン の 使用状況，メディ ア機器の使用時間

など〉で構成 されて い る 。

3 ．調査結果お よび考察

（1） 自分専用 として持 っ て い るメデ ィ ア機器

　 メディ ア機器 として ，「テ レ ビ 」 「テ レ ビ ゲー

ム ］ rビデオデ ッ キ」 「CD プ レー
ヤ
ー

」 「DVD

プ レーヤー
」 「携帯電諭 「パ ソ コ ン 1 「デ ジタル

カ メ ラ 」 「ス キ ャ ナ 1 「プ リン タ
ー

」 の 10種類を

挙げ， それぞれ に つ い て 自分専用 と して所持 し

て い るか尋ねた ところ，小学生では 「テ レ ビ ゲ

ーム 」 75．6％ ，
「テ レ ビ 亅28．6％ ，

「携 帯電話」

27．2％の 順に多く ， 中学生で は 「テ レ ビゲーム 」

63．　50／e ，「携帯電話」44．　8％，「CD プ レ
ー

ヤ
ー

」

56．9％の 順に多か っ た 。

　これ を性別に見てみる と ，
「テ レ ビゲーム 」は

男子 84．70／。 に対 し女子 53．　3e／． と男子 が高く，
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表11 日の メ
ール の 回数

anll−1（1）．1日の メール の 回 数 は

ほ とん ど しな
　 い 1〜5回 　 　　5〜10回 　　 10 回 以 上 　 　 2eE］以上

2．　　 小学5年 　 度数
擘年 別　　　　　　 間2．学年 別 の ％

11249

．6％
　 5725

．2％
　 2511

．1％
229

．7％
104

．4％

合計

　 226100

．0颱

中学2年 　 度数

　 　 　 問2．学年 別 の ％

468

．8％
　 B616

．5％
　 6312

．1M
11321

．6旡
2144L

（隅

　 522100

．0蛤

合計 度 数

問 2．学年 別 の ％

15821

．1％
14319

．1％
　 8911

．8x
13518

．〔陽
22429

．9％
　 74s100

．O鮎

表 21 日 の 携帯電話の 回数

mall−1（2）．1日の 携 帯 電話の 回 数 は

ほとん どしな
　 い 1〜5回 　　　5〜10回 　　　10回 以上 　　 20回 以 上

2．　　 小 学5年　　　数
畢年別 　　　　　　 間2．学 年別 の ％

　 9943

．8％

tO747

．3覧
135

．8鴨
7

％

　

3

o

 

合計

　 226100

．α鮎

中学2 年　 度数

　 　 　 問2．学年別 の 鴨

36e68

．脳
13826

．4％
1！

2．1％
6
％

　 8L5

％

　 523100

．鯲

合計 度数

問 2．学年別 の ％

45961

．3％
24532

．7％
243

．2％
131

．7％
8

％

　 749100

，0覧

「携帯電話」は女子 56．0％ に対 し男子 34．5％ と

女子 の 所持率 が高い とい う結果で あ っ た。

（2 ）携 帯電話の 使 用状況

　携帯電話の 使用状況を ，
1 日の メ ール の 回 数

と 1 日の 通話の 回数とで検討 した。 1 日の メ
ー

ル の 回数に つ い て は ，小学生 では 「ほ とん ど し

ない 」49，6°／o，「1 〜 5 回」25，2％ で あ っ た の に

対 し，中学 生 で は 「20 回以 上 」 41．O°

／e ，
「10 回

以 上 12L6 ％ と著 しく使用頻度が 高くな っ て い

る。また 1 日 の 通 話の 回数 に つ い て は，「ほ とん

ど しな い 」 と 「1 〜 5 回j を合 わせ る と，小学

生が 9L 　le／． ， 中学生 も 95．2％ とい う結果 で あ っ

た 。 こ の こ とか ら，小学生は 携帯電話 を持 っ て

は い るが，メ
ール ，通話 と もあま り使用 し て お

らず ，中学生は 通話 は ほ とん ど しない もの の メ

ー
ル の 頻度 は 非常に 高い と い う結果が得 られ た 。

なお ，携帯電話 を持っ よ うに な っ た理 由 として ，

中学 生で は 「友だ ち と メ
ール を し た い か ら 」

70．5％が 最 も高 く，メー
ル をす る こ と自体 を 目

的 とし て 所持 した とい う回 答が得 られ た。（表 L

表 2 参照 ）

　（3 ＞パ ソ コ ン の 活用能力

　子 どもた ちの パ ソ コ ン の 活用能 力に つ い て は，

小学生 は 「ゲーム 」 89．5％，「イ ン タ
ーネ ッ ト」

73．3％，「図形 （ペ イ ン ト）」43．0％，中学生 は 「イ

ン ターネ ッ ト」 90．4％ ，
「ゲーム 」 88．7％ ，

「図

形 （ペ イン ト）」 58．6％の 順に 多く，い ずれ も遊

び 感覚で パ ソ コ ン を活用 して い るとい う結果で

あ っ た。また ， イ ン タ
ーネ ッ トの 使用状況 は、

小 学生は 「天気予報を調 べ る 156 ．0％，「ス ポー

ツ 結果 を調 べ る 」 26．6％，「ニ ュ ・
’一ス を見 る」

25．7％，中学生 は 「天 気予報 を調 べ る」40．3％，

「地図 ・路線な どを調 べ る 」 38．9％ ，
「ニ ュ

ー
ス

を見る 」 34．5％ の 順に 多 く，い ずれ も 自分たち

の 身近 な 出来事に 関す る イ ン タ
ーネ ッ トの 活用

が多い こ とがわか っ た 。

4 ．ま とめ

　以 上の よ うな調査 結果 お よ び 考察か ら，学年

が 上が るに つ れ て メデ ィ ア 機器 の 所 持率お よび

使用時 間が 増加す る傾 向が 見 られ た 。 しか しそ

の 反 面，屋外で の 遊び時間の 著し い 減少 も見 ら

れた。ま た ，中学生で は 友だ ち へ の 相談方法 と

し て メ
ー

ル を利用す る頻度が 高 くな っ て い る が，

学年 が上 が る に つ れて ます ますそ の 傾向が強 く

な る こ とが 予想 され る。 こ の よ うな 「相手 の 顔

を見 な い 」 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン が ，子 どもた ち

の 人 間関係や 社会性 の 育成に どの よ うな影響 を

及ぼすか を今後の研 究課題 として探 っ て い きた

い e

　発表で は
， 資料を補足 し て 詳細な報告 を行 う。
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